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店舗内に介護支援の窓口を併設したローソン＝３日午後、埼玉県川口市
　ローソンは３日、介護施設を運営する会社と組み、介護支援の窓口を併設した店舗の１号店を埼玉県川口市にオープンした。業界団体によるとコンビニでは初めての取り組み。高齢化社会を見据え、シニア顧客の取り込みを目指す。 
　埼玉県を中心に老人ホームなどを運営するウイズネット（さいたま市）が加盟店のオーナーになり、介護に関する相談を受ける窓口を店内に設ける。店には朝から夕方まで年中無休でケアマネジャーや相談員が駐在する予定だ。 
　商品構成も高齢者関連を充実させ、大人用紙おむつや柔らかい食品など介護関連の商品約７０点を従来の品ぞろえに加えた。通路も広くし、車いすでの来店に対応した。 
　店舗を訪れた近くに住む女性（６２）は「買い物ついでに母の介護相談ができて便利になる」と話した。ローソンは同じ形態の店を３年間で約３０店に増やす計画だ。（共同通信）
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